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清水寺と奥の院の場面では、主人公が自分が捨子であったという重い告白をす
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ける日にその正面をさらしてゐた。漱清は左方のむかうに半ば隠れてゐた。藻や水草 葉のまば にうかんだ池に 、金閣の精緻な投影があり、 その投影のはうが、 一そう完全に見えた。 西日は池水の反射を、各層の庇の裏側にゆらめかせてゐた。まはりの明るさに比して、こ
 





































たのか。右の引用部につづいて、 「私」は、 「いろいろに角度を変へ、あるひは首を傾けて眺め」て見るのだが、 「何の感動も起らなかつた」という。 むしろ、 「美しいどころか、 不調和な落ち着かな 感じをさへ受けた。美といふもの 、こんなに美 くないも らうか （第一章）とさえ考えるのである。この受け取り方からす 、遠いものと いえ、屹立する美に近づきがたかっ というのではなかったことになる。
 
 「私」 は戦争も押し詰まった昭和十九年の夏、 金閣寺の徒弟となった。
寺の生活が始まり、 金閣を日々見ながら日を送る とになったのである。毎日間近に見 ようになってからは、金閣はやはり美そ 象徴と化していった。しかし、若狭の地で遠く思いやっていた時とは違い 今は金閣を眼前にしていたにもかかわらず、いつにな も「私 心理的に金閣に近づくことができなかった。やがて、金閣の美に自分が拒絶されていると感じ始めることになる。そうした時 金閣も つか戦火で消失するのだという想念が「私」の
中に生まれた。金閣も自分も共に滅




すなわち、 「海の象徴」 とも捉えられている 「池」 を隔てた向こう側に、



























































て作られ、 「取り囲ま 」た庭として存在し ふたたびトゥアン拠れば、場所とは空間の中心であり、価値 付与され、空間から切り取
られ囲まれたところである。この庭が「取り囲まれ人間化されている空間」 と見る限り、 ひとまずそこは場所であるということができるだろう。だが、先に記したように、トゥアン
の言う場所とは安全で安らぎをあた
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なら、応天門 出て、神宮道に沿って真っ直ぐ南下 てい 道を選ぶところである。神宮道から知恩院の前を過ぎ、円山公園 真ん中あた通る。それから高台寺の前を経て、二年坂、三年坂 上がり、清水寺へとたど とにな しかし、二人はまず と東へ大きく迂回する。それから三条通へ出たのであろう 青蓮院の裏手に続く小道 上がって行っ ものと読める。ただし、青蓮院 知恩 、円山公園 裏手へと続く道が特にあ わけ はなく、詳細は詳らかで ない。さらに円
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対化の視点を与える。そ に自分が暮らしてい であれば、例え自分の住む家そのものが見えなくとも、見えるものが街の遠景であった しても、相 され具体的された対象 して知覚されることになる。対象を知覚するとは、 メルロー・ポンティ 拠れば 「対象のなかに身を沈め」ることであり そこには対象 持っていた過去の諸経験が現出してくることになる。 千重子に即して考えれば、
「つれの真一を忘れたよう」 に 「西










































































































































































































































































     
  






                  
（図２）清水寺奥の院の舞台から京都市街を望む
（図３）南禅寺三門から天授庵を臨む 
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